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現状と今後について

2025年5月に、山形県人口が100万人を割込むことが確定した。
酒田市においては、2025年の人口が9.5万人を下回る予測が立っている。
10～19歳の子供の人口は、2025年6715人（全人口の7.6%）、2035年は5283人（全人口の6.5%）、78.7%まで減
少することが予測されている。
子供達の教育やスポーツ、文化活動も将来を見込んだステージを作らなければいけない。
現行の部活動においては、休日の活動を民間へ移行、近い将来休日以外も民間への展開が唱えられている。
その中で、教員の働き方改革、指導者の在り方、保護者の負担軽減が大きな要因となっている。
競技団体、そしてスポーツ協会も同様にこの局面に真当たりしているが、行政だけではこの問題は解決するのが困
難であり、今こそ行政と民間の協働性が重要になると考えている。
酒田市においてはいまだに教育の中にスポーツがあるが、どこも教育とスポーツは切り離している。そうでないと
双方困惑する中で物事が進み、最終的には子供達へ大きな不安を与えてしまう。
周囲の市町村においては、クラブ化が進み、指定管理を民間へ移行している。
クラブ化が進んでいくことで問題も多くある。
適性のある指導者不足、継続的なクラブ運営資金確保、保護者の負担軽減などが多く報道されている。
また、子供のスポーツに対する価値観も多様化していることもあり、当然学校や行政だけでは対応はできない。
競技力を上げることも必要だが、楽しむスポーツも同時に必要と考える。
人口が減少することで市の財政が苦しくなることは理解している。
行政ができること、民間ができることの役割分担でこの改革ができれば幸い。
1月30日に私の立場が無いことで提案は打ち切られたが、国が推奨しているクラブ化、そして人口減少が加速する
中で山形、そして酒田として民間との協働事業で、子供達へ明るい未来を提供することを再度提案する。

２



現状の問題事項

4

現状の問題事項 状況詳細

教員の働き改革
週4日、日２時間以内で部活動時間の減少 → 保護者クラブによる活動補充

土日祝への参加はNG（大会運営ができない）。

指導者不足
指導資格者の不確保、指導技術の低下、パワハラの増加。

民間への移行で指導者不在での活動。

保護者負担の増加

練習参加への送迎（保護者共働きにより困難）。 ※送迎のある市外クラブへの加入

休日のクラブ強制参加による負担。

費用（月謝・用具費・遠征費等）の負担増。

練習会場の確保

部活動や総合型地域スポーツクラブが優先に確保している傾向がある。

公共の用具使用が困難な競技がある。

練習会場確保が困難。

資金確保 クラブ運営には一定の資金が必要だが、確保することが困難。 ※3年名以降はクラブ資金での運営が可能。

子供の市外流出 指導者や練習環境、送迎がある市外のクラブチームへ行く傾向がある。

競技の維持 人口減少により、一つの競技で数チームを抱えることが困難になる。

スポーツ協会の意識改革 人口減少に伴い、スポーツ協会と競技団体の意識改革は必須と捉える。



子供と保護者が抱える問題
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教員働生き方
改革

子供達の
スポーツ環境低下

競技レベルの低下

指導者問題

指導者不足

保護者負担増加

練習への送迎

保護者クラブへの参加

土日祝の拘束

暴言・暴力

指導レベルの低下

やりたい競技ができない

学区外・市外への流出

（国スポ少年部40位以下）

“ 総人口、子供の人口減に加え、スポーツに携わる子供の数が減少 ”



酒田市人口推計

３

＜参考＞
酒田市出生数
2002年 721人
2024年 365人（▲50.6%）



Uターン・Iターン率について

４

行政においては、女性の活躍の場を拡大するために多大な貢献で成果が出てきている。

県内においては、移住者が増加傾向（2020年143人→2024年333人）にある。

移住理由は、子育て環境の充実や地元への就職、転職となっている。

しかし、酒田市の定着率は県内でも低く、酒田へ戻らない方々が多くいる。

移住率を上げるにも女性の活躍を提供するのは必要不可欠であるが、ここだけでは一定
数までしか見込めない。

ここに付加価値を付け、今以上に多くの方が移住してくれる環境を提供することが必要と考
える。

首都圏から移住する方が多くなってきているが、この理由が子供の教育環境が6割以上と
なっていることから、子供の教育と生活環境を類のないもので提供することが必要と考える。

健全な生活を送るための一つとして、他県や他の市町村にないスポーツ環境を提供するこ
とが一つの手法と考える。

一番はスポーツを楽しむ、そして競技力を上げる2路線でできることが一番。

そして学童保育もスポーツでフォローし、女性の方々が安心して働ける環境を提供していく
ことを提案する。



子供達の環境をどう考えるか？
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R6年の出生数 420名予測 → 365名

【酒田市の人口状況】
・ 総人口     ： 93,555人
・ 0-14歳   ： 8,675人（全体の9.3％）
・ 15-64歳 ： 49,401人（全体の52.8%）
・ 65歳以上 ： 35,479人（全体の37.9%）

※（出生＋転入：2418人）ー（死亡＋転出：4283人）＝▲1,865人

※ 県内人口減少数 ： 15,452人（3,145人転出超過／全体の75%）

2030年：≒360名の小学1年生（現20校 → 13校）
2036年：≒360名の中学1年生（現7校 → 1～3校）

★ スポーツ・文化活動の環境を求め、
「学区外」「市外」「内陸」「県外」への流出が現行ある。

★ 近い将来、中学校が1～3校になることを考えると学区は、
 多くの子供の道を狭めてしまう。
 多くの子供へ幅広い選択肢を増やすことも重要。

★ 都心の方々の地方転出では、6割以上が子供の環境を
 求めている。転入者を受入れることへの活用ができる。

現状の既定路線では、人口減少の中子供達のスポーツをする環境が無くなってしまう。

競技力向上と楽心性スポーツの2本柱で新しいスポーツ環境を地域へ作っていくことが急務!!!



山形県及び酒田市の競技別状況（私見）

６

減少率 予測

2020年 2024年 2020vs2024

プロor社会人 国スポ OP （高体連）

1 陸上 ● ● ● 1,435 1,109 77.3% 857 126 11.4% ○ ○ ○ 協働団体

2 野球 ● ● ● 1,317 145 11.0% ？ ？ ？ ？

3 バスケットボール ● ● ● 1,482 1,352 91.2% 1,233 146 10.8% ○ ○ ▲ ▲

4 バレーボール ● ● ● 1,032 908 88.0% 799 78 8.6% ○ ▲ ○ ○

5 ソフトテニス ● 1,027 731 71.2% 520 55 7.5% ▲ ▲ ▲ ▲

6 柔道 ● ● ● 334 274 82.0% 225 7 2.6% ▲ ▲ ？ ？

7 剣道 ● ● 497 347 69.8% 242 32 9.2% ▲ ▲ ？ ？

8 弓道 ● 1,127 1,008 89.4% 902 126 12.5% ▲ ▲ ？ ？

9 サッカー ● ● ● 1,924 1,747 90.8% 1,586 146 8.4% ○ ○ ○ ○

10 卓球 ● ● ● 993 820 82.6% 677 72 8.8% ▲ ▲ ▲ ▲

11 体操 ● ● ● 37 28 75.7% 21 6 21.4% ▲ ▲ ？ ？

12 バトミントン ● ● ● 1,361 1,158 85.1% 985 40 3.5% ▲ ▲ ？ ？

13 水泳 ？ ● ● 13 14 107.7% 15 29 207.1% ○ ○

14 相撲 ● ● 3 4 133.3% 5 0 0.0% × ×

15 ボクシング ● ● ● 63 57 90.5% 52 10 17.5% ▲ ▲ ？ ？

16 ソフトボール ● ● ● 406 306 75.4% 231 4 1.3% × ×

17 ラグビーフットボール ● ● ● 69 47 68.1% 32 0 0.0% × × ？ ？

18 空手 ● ● 77 53 68.8% 36 15 28.3% ▲ × ？ ？

19 ヨット ？ ？ ● 5 2 40.0% 1 0 0.0% × × ？ ？

20 ライフル射撃 ● ● 35 0 0.0% × × ？ ？

21 ボーリング ● ● 2 0 0.0% × × ？ ？

22 テニス ● ● ● 375 252 67.2% 169 70 27.8% ▲ ▲ ？ ？

23 ボート ● ● ● 77 50 64.9% 32 49 98.0% × × ？ ？

24 ウェイトリフティング ？ ● ● 36 36 100.0% 36 14 38.9% ▲ ▲ ？ ？

25 少林寺拳法 6 4 66.7% 3 5 125.0% ▲ ▲ ○ ？

26 スケート ● ● ● 10 4 40.0% 2 0 0.0% × × ？ ？

山形県人口 1,028,100

飽海地区人口 292,445

クラブが存在

（消滅）

（生涯スポーツ）

持続性

（私見）

2030年 2035年

SSC

賛同

有無

SSC

加盟

有無

県vs飽海

2023

vs

2024

28.4%

競技人口

（高体連）

2028年

競技人口
No. 競技団体

県全体

カテゴリー

2023年

飽海地区

高校生

中学生の状況
（県内）



子供達のスポーツ環境の現状

７

子供の人口減 教員の働き方改革 練習環境の減少

指導者不足

外微指導者のトラブル
保護者の負担拡大子供のスポーツ離れ

学区外

市外への流出
部活動が困難

国より
部活動改革の推奨

↓

行政・学校・地域での
部活動地域展開

スポーツ庁と文化庁

不適切な外部指導者の登録は排除し、
民間クラブの質を担保するために、

「認定制度」
の導入を検討している。



子供と保護者の状況

８

子供の人口減少
スポーツに携わる子供

≒65%

教員の働き方改革

指導者不足

競技数の減少
学校単位で
競技ができない

学区外
市外（鶴岡や内陸）

流出

保護者負担の拡大

送迎問題 保護者会クラブ運営 休日の強制参加



国の改革の考え
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行政

学校

民間

互いの強みを生かした

“ 協働事業 ”



酒田市の改革方針

10

酒田市方針

総合型地域スポーツクラブの中で、学区ごとで競技を担い、それをクラブとして運営する方針。

（学区によってはやりたい競技がないことが予想され、多くは保護者クラブの運営になることが予想される）

5月29日の指針説明時には人口減少を踏まえた考えは無かった。



現在の高体連の考え（注意：2024年11月時点）

スポーツ庁

中体連

高体連

スポーツ庁は、中・高体連を一括りで考えている（同扱いでいる）

中体連に破調をあわ
せる方向で進めている

全国高体連

プロジェクトチーム発足

スポーツ庁と高体連の動き

全国高体連では、インターハイを取巻く諸課題の改善策等について検討するPJチームを設置、
その中では、中学校で取り組む部活動の地域移行（展開）についても検討すべき課題と捉えている。
（PJには、全国高校長協会やPTA連合会、JSPO関係や報道機関等の外部有識者が入っている）

地域移行
↓

「地域展開」

地域クラブで活動した中学生を高校でどう受入れるか？
高校の部活動の課題になることが予想される。

11



将来を見据えた構想で改革を!!!
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酒田市10ー19歳人口

2025年 6715人
2035年 5283人

78.7%減少

競技数の減少

酒田市だけでは
競技が成り立たない

一つの競技で
複数の団体は無くなる

庄内（飽海）全体で
存続・継続が必要

＜競技力向上＞
１競技１チーム

＜楽心性スポーツ＞
総地SPクラブと連携、
庄内全体でクラブ作り

子供の人口減により、一つの競技で複数のチームを運営することは困難となる。また、適正な指導者確保もできず、子供達のスポーツ環境は
一層悪化することが予想される。
競技はできるだけ消滅させず、子供達に多くの選択肢ができる環境を作ることは必須である。
行政だけでは困難、スポーツ協会と民間が一体となる協働運営で、継続的に発展できる組織体制を作ることが必要と考える。
競技力向上に加え、楽心性スポーツを総合型地域スポーツクラブクラブと協働し、幅広いスポーツ環境を構築することを提案する。



クラブ化による問題点と解決方法、そして効果
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◆ 競技団体が示す指導者資格を保持していること
◆ 競技団体やアランマーレのネットワークを活用した人選
◆ ガバナンスを遵守できる人物
◆ 人事管理は行政、指導については民間で管理

練習会場確保

継続的な資金確保

適性のある指導者確保

保護者負担の軽減

■ パワハラの撲滅
■ 高い技術指導の提供
■ 市外への流出阻止

■ 専任の指導者確保
■ ニーズに合った運営体制継続
■ 保護者への負担軽減

■ 安定、計画的な育成の確保
■ 保護者負担軽減
■ 予約、手続き等の排除による円滑化

■ 保護者自身の時間確保
■ 女性活躍の場の拡大
■ 子供のやりたい競技へ参加させられる

◆ 洋上風力の基金の活用
◆ 商工会議所会員からの賛助会費
◆ 県外企業も含め、行政側からの紹介、斡旋
◆ 市内、県内からの協賛

◆ 一番は行政からのサポートが必須
◆ 練習会場へ行くまでの送迎（スクールバスの活用）
◆ 学校との連携による確保
◆ 競技が円滑に行える場所の提供

◆ 練習会場への送迎はクラブで行う
◆ 練習や遠征時の保護者サポートは無し
◆ 大会遠征費はクラブ側の負担
◆ 用具は全体で使用するものはクラブで準備
◆ 会費の奨学金制度導入

問題点 解決方法 効果



＜重要＞これからのクラブ組織基本スタンス

プレーヤー
（競技者）

指導者主体 × → プレーヤーズファースト × → 『プレーヤーズセンタード』 〇

指導者
トレーナー
ドクター

カウンセラー

SSCフロント

保護者

指導者やスタッフ・フロントはプレーヤーの主体的な学びを支援する存在であり、
指導者やスタッフ・フロントとプレーヤーは師弟関係ではなく、互いに影響し合うパートナー。

＝
＜取得必須＞
各経団体公認
指導者資格

“ プレーヤーズセンタード ”

＝
＜取得必須＞
必要資格資格
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【提案】 SSCが推奨する体制
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SSC競技団体

競技チーム＆個人

協働連携 総合型地域スポーツクラブ

強化・育成

生涯スポーツ
（男女年齢問わす）

普及

普及・生涯スポーツ

選択がいつでも自由

酒田市（遊佐町）・スポーツ協会

＜ 学校との連携 ＞

近い将来
学童スポーツ

（理想）
各競技自立運営



（構想）酒田市とSSCの役割分担
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酒田市及び関係各所との役割分担

SSCの役目



SSC運営イメージ
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【計画】会費や条件面
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年間費 月謝 自己負担

入会時又は新年度に収める 毎月（月初）収める

1.2万円～1.8万円/年 1万円～1.5万円/月
競技や個人により変動

● 中学生男女 ￥12,000／人

● 高校生男女 ￥18,000／人

● 中学生男女 ￥10,000／人

● 高校生男女 ￥15,000／人

● 登録費はSSCが負担

● 遠征費は大会時SSCが一部負担

● ユニフォームはSSCが負担（予定）

（他のウエアー、シューズは個人負担）

● 用具はSSCが負担

＜ 補則 ＞

➢ 諸事情により会費が支払えない方は、SSCが認めた方に限り、無利息の貸付も可能。

 将来、酒田市へ就職もしくはSSCへ入職の場合は返済は不要とする。

➢ 大会遠征費の無償化、ウエアーやシューズなどはメーカーとの連携により保護者の負担軽減を目指す。

➢ 月謝及び入会金については、当該年度の協賛金に応じて変動することもある。

 また、各競技単独への協賛の場合、競技により変動する場合もある。

➢ 年間費は、各競技カテゴリーでの用具、消耗品、運営費の一部で活用する。

3年目より、指導者とトレーナーの人件費は会費で拠出予定
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＋ 要因

▲ 要因

市外流出軽減

人口流出軽減

人材育成

在住意識向上

移住者獲得

競技団体の自立

保護者負担軽減

地域とのコミュニティ
拡大

教員の負担軽減

優先的な会場確保

保護者の費用負担

お金がかかる

組織統制

認知度拡大

外郭団体との
関係性

＜ 効果 ＞

１．在住意識の向上

２．人口流出の食い止め

３．子供の生活の健全化

４．地域コミュニティの確立

５．移住者獲得

６．女性働き方改革の手助け

７．教員の働き方改革への貢献

８．庄内の中心的存在
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